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令和元年版環境に関する年次報告書（環境白書）の概要 

 

環境に関する年次報告書は、福岡県環境保全に関する条例第10条の規定に基づき、本県の

環境の現状、環境保全のために講じた施策、今後の取組の方向性などについてまとめたもの

であり、一般向けには環境白書として公表している。 

環境白書は、ホームページに掲載するほか、県庁県民情報センター、県内４か所の地区県

民情報コーナー、市町村、公立図書館等に配架する予定。 

 

 総 説  

○ 総説では、福岡県の環境の現状と取組のあらましを紹介するとともに、トピックスと

して「県内の主な取組」を紹介。 

○ なお、本白書は、平成３０年３月に策定した「第四次福岡県環境総合基本計画」にお

いて設定した７つの分野に沿った構成とし、本県の主な取組について、ＳＤＧｓ※のゴ

ールとの関連性を分かりやすく解説している。 

※ＳＤＧｓ … 先進国を含む国際社会全体の開発目標。「誰一人取り残さない」社会の実現を

目指し、経済・社会・環境を巡る広範な課題に取り組むため、「気候変動への

具体的な対策」など17のゴールと169のターゲットが示されている。 

 

【県内の主な取組】（主なもの） 

〔県の取組〕 

・ 気候変動への適応の推進（環境保全課） 

・ プラスチックに関する取組 

（環境政策課、循環型社会推進課、廃棄物対策課、監視指導課） 

・ 九州自然歩道入門コースの選定と親子ハイキングの実施（自然環境課） 
 

〔市町村の取組〕 

・ 市内スーパー約80店舗でレジ袋無料配布を中止（北九州市） 

・ 古紙（雑がみ）の回収強化によるごみ減量の推進（福岡市） 

・ 『田川方式』による合併処理浄化槽の推進（田川市） 

 

 環境の現況と対策  

第四次福岡県環境総合基本計画で設定した７つの分野ごとに、環境の現況とそれに対す

る各種施策を紹介。 

 

① 低炭素社会の推進 

・ 家庭やエコ事業所における省エネルギー・省資源の普及啓発、取組の促進 

・ 都市づくり、交通、建築物、住宅等における省エネルギー化 

・ 再生可能エネルギーの普及促進 等 

 

② 循環型社会の推進 

・ ３Ｒ啓発等による廃棄物減量化の促進 

・ 食品ロス削減の推進 
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・ 廃棄物の適正処理のための普及啓発や監視・指導 

・ 赤外線カメラ搭載ドローンによる産業廃棄物処理施設への監視指導の強化 

・ 産業廃棄物処分業者に対する立入検査の強化 等 

 

 ③ 自然共生社会の推進 

・ ヒアリ等外来種防除講習会の実施、外来種に係るリーフレット作成 

・ 英彦山及び犬ヶ岳における生態系の回復と絶滅危惧植物の保護 

・ 公共事業における生物多様性への配慮の推進 等 

 

④ 健康で快適に暮らせる生活環境の形成 

・ 大気環境状況の把握（ＰＭ2.5やＯｘの注意喚起等の実施を含む） 

・ 環境基準に関する類型指定に向けた水質調査・水生生物調査の実施 

・ 公共用水域や地下水の水質汚濁状況の監視 

・ 工場・事業場への立入検査や改善指導 等 

 

⑤ 国際環境協力の推進 

・ アジア諸地域の行政職員に対する県内での実地研修等の実施 

・ ベトナム、タイにおける福岡方式廃棄物処分場の維持管理及び普及展開への支援 

・ タイ・バンコク都の小学校での環境教育の普及支援 等 

 

 ⑥ 経済・社会のグリーン化とグリーンイノベーションの推進 

・ 試験研究機関における環境負荷低減に資する調査・研究 

・ グリーン購入の推進 

・ グリーンアジア国際戦略総合特区における環境配慮型製品の開発・生産拠点の構築 

・ 水素エネルギー社会の実現のための福岡水素戦略の推進 等 

 

⑦ 持続可能な社会を実現するための地域づくり・人づくり 

・ ウェブサイトを利用した環境情報の発信 

・ 環境県民会議や県の各保健福祉環境事務所が設置している地域環境協議会による 

県民・事業者・行政が一体となった環境保全への取組 

・ 小学生向けの環境教育副読本、地球温暖化対策ワークブックの作成・配布 

・ こどもエコクラブ活動の支援 等 


